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素材 年代(推定) 制作地(推定) 調査から分かつたことト一一ー 「一一ー
丈 桁




アットゥシ2120 64 オヒョウ・木綿 19世紀初~ 樺太 -オヒョウの色の波淡で意識的に縞柄が作られている
1911:紀後半 -車I~に緋を使用している
(江戸末期IJ) -相IJの刺織が繋がっている正統な制作方法
アットゥシ3108 58 オヒョウ・木綿 191t紀初~ 機太 -刺繍はーさ匠~~r-きではない (7C戸末期には一挙占きが多い)
19世紀後半 -紺の木締糸を使用した縞柄である
(7]:戸末期)
チカラカラペ 137 61 木綿 19世紀後半(江 -和)Jl~にアイヌ人が刺繍したものと考えられる
戸末期)以降 -刺繍は一筆者きで施されている


















|主11 a アットゥシ 1 (Iji I而)
|量12a アットゥシ 2 (Ijil市)













|豆1Ib アγ トゥシ 1 (後I而)
|豆12b アッ トウシ 2 (後而)
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されている 。 所蔵のチカラカラペ ( I~I 4 a，b)は、
刺繍が一筆書きで施されており、江戸末期以降
|豆13a アット ゥシ3(jij而)















図3b アットゥシ 3 (後而)
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図8-2 首飾り 1 (部分)
















女問わず身に着けられたが、明治 9 年に li~化政
策の一環として、男性の耳輪着用に対する禁1二
令が出された。所蔵の耳飾り(図10)は金属の
装飾された玉がつき、本来では耳穴に装着する
ために穴に入りやすいように細く作られている
端に飾り玉が付いている。しかも、この飾り伝
は取外しができず耳穴に通らないため、このま
までは使月jできないであろう。端末部分の飾り
玉は後から付けられたものなのか、その解釈に
ついては今後の課題である。
5. まとめ
今1'の調査により、主に衣服資料について制
作年代、制作地など各々の特徴が明らかになっ
た。今後はこれらがどのような意味を持つのか
を考察することが課題となる。また、学校教育
においてアイヌの康史や文化を学ぶことが求め
られている今、このような資料が果たす役割は
大きい。
アイヌの服飾をみると、人々が自分たちの手
に入るものを最大限にi古川できるよう仁夫をし、
生前していたことを読み取ることができる。こ
れはアイヌの文化を理解すると共に、我々の生
活を見直す機会ともなるだろう。
参考・引用文献
1 )北海道立記念美術館、(財)アイヌ文化
振興・研究推進機構編 (2006)rアイヌ
文様の美JP.17 
2) r読売新聞.1200911三9月14日朝刊「論壇J
3) il叩1命子著 (2008)rアイヌ刺しゅう入
門チヂリ編J株式会社クルーズ P.13
4) IJLf辻一朗編(1981)rアイヌの文様j笠
倉出版社P.153
5) 1)に同じP.199
-39一
